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小学生時代の苦い思い出 

 私には今でも忘れられない苦い思い出があ

ります。小学校５年生の時のことです。外掃除

の当番の時、私は友達とある失敗をしてしまい

ました。掃除場所は、校庭の隅のほうにあった

忠魂碑という大きな石碑の周辺でした。その周

りには大きな岩が並んでいました。そして、岩

のそばには、縄でぐるぐる巻きにされた何かが

あったのです。ちょうどその頃、新校舎を建設

する工事が始まっていたため、プレハブの仮設

校舎で生活していました。後から分かったので

すが、縄でぐるぐる巻きにされていたのは、校

舎のそばに設置してあった石像でした。工事の

ために避難措置が取られていたのです。 

 しかし、当時の私はそんなことは知る由もあ

りませんでした。その日も友達と３人で、掃除

時間に遊んでいました。私は友達と当時のヒー

ローである仮面ライダーのライダーキックを

まねして遊んでいました。大きな岩の上から縄

でぐるぐる巻きにされた物を的にしてライダ

ーキックをしていたのです。その時、誰のキッ

クかは覚えていないのですが、キックの勢いで 

的が倒れてしまい近くの岩にぶつかって折れ

てしまったのです。 

 その瞬間、時間が止まりました。そして、ど

うしようか考えました。担任の先生は、学校で

一番怖い先生だったので叱られることに対す

る不安が大きかったことを覚えています。それ

でも、叱られることを覚悟して３人で担任の先

生に謝りに行くことにしました。 

 ところが、担任の先生は私たち３人を叱りま

せんでした。その後、一緒に校長室に行くこと

になりました。そして、担任の先生は私たちの

前に立ち、校長先生に頭を下げて謝られたので

す。私も、「ごめんなさい。」と何度も繰り返し

謝ったことを覚えています。 

 その時、私は「担任の先生は何も悪いことを

していないのに申し訳ない。」という気持ちで

いっぱいになりました。と同時に、とんでもな

いことをしてしまったのだとようやく理解で

きました。全く情けない話です。 

認めてもらえた喜び 

 その後、私なりに失敗を挽回したいと考えて

担任の先生が大切にしていた自主学習を続け

ました。特別な内容はできませんでしたが、日

記や漢字練習など毎日続けました。今から思う

と、自分にできる償いだったと思います。 

 その後、５年生が終わろうとしている時に、

思いがけない出来事がありました。ある日、帰

りの会の先生の話の時に、「光弘は、失敗もあ

ったけど、よく頑張るようになったと思うぞ。」

と話されたのです。私は、ドキッとしたことを

今でも覚えています。と同時に、こんな自分の

ことを認めてくださったことに言葉にならな

いくらいの喜びを感じました。 

教員になって 

 教員になり、時々担任の先生のことを思い出

していました。私の失敗は、きっと職員会でも

議題になり、PTAや教育委員会にも謝罪と報告

があったことでしょう。担任の先生は、あの時

どんな思いで校長先生に謝られたのだろう。そ

して、どんな思いで私のことを認めてくださっ

たのだろう。このような疑問を抱きながら教員

として歩んできました。子どもたちは様々な失

敗をします。そういう時には「きちんと反省で

きたね。これから挽回することが大切だよ。期

待しているよ。」と語ってきました。 

そして、ある時気付いたのです。私もあの時、

『失敗から学び成長するチャンス』をいただい

ていたのです。感謝しかありません。 

近年、失敗すると叩かれる時代になったと感

じます。程度にもよりますが、人は失敗を通し

て成長する存在だと信じています。 

今年度から始まった第３次教育基本計画に

「自己有用感」と「挑戦」が明記された意味を

問い直しながら、先生方や子どもたちと一緒に

歩んでいきたいと思います。 
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